
鉱
毒
問
題
か
ら
朝
鮮
人
労
働
ま
で

一
九
九
三
年
一
○
月
一
一
一
○
日
、
あ
る
研
究
会
の
席
上
、
農
業
史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
犬
童
信
義
氏
（
一
九
一
一
八
年
一
二
月
一
五
日
生
ま
れ
）

よ
り
、
次
の
よ
う
な
お
話
し
を
う
か
が
っ
た
。

小
学
校
・
中
学
校
と
球
磨
郡
で
す
ご
し
た
が
、
小
学
生
時
代
の
一
九
三
八
、
九
年
頃
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
深
田
村
の
岩
屋
銅
山
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
朝
鮮
人
の
飯
場
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
入
坑
し
て
い
た
の
か
朝
鮮
人
の
姿
は
見
か
け
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で

朝
鮮
人
が
「
内
鮮
一
体
」
で
お
国
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
と
い
う
説
明
を
聞
い
た
。
川
の
水
が
も
の
す
ご
く
き
れ
い
な
の
に
、
魚
が

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

私
が
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
と
思
う
の
は
、
人
口
一
一
三
○
○
人
た
ら
ず
の
小
さ
な
村
に
あ
っ
た
あ
る
銅
山
の
こ
と
で
あ
る
。
と
う
の
昔
に
廃
山

に
な
り
、
今
は
訪
れ
る
人
も
い
な
い
。
地
元
の
人
女
の
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
銅
山
で
あ
る
．
な
ぜ
私
が
こ

の
忘
れ
さ
ら
れ
た
銅
山
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
銅
山
の
歴
史
の
中
に
も
、
鉱
毒
問
題
と
朝
鮮
人
労
働
が
み
ら
れ
、
日
本
の
「
近

代
」
の
一
面
が
濃
縮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．

「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史

は
じ
め
に

裕

4９

小

松



5０

深
田
村
に
行
く
車
中
で
、
犬
童
氏
よ
り
当
時
の
思
い
出
を
う
か
が
い
、
深
田
村
で
は
、
村
の
文
化
財
保
護
委
員
を
勤
め
、
『
深
田
歴
史
考
』

（
一
九
八
三
年
）
の
著
作
も
あ
る
深
水
一
雄
氏
（
一
九
一
二
年
生
ま
れ
）
の
お
宅
で
、
深
水
氏
か
ら
貴
重
な
お
話
し
を
う
か
が
っ
た
。
そ
し
て
、

深
水
氏
と
、
戦
前
の
一
時
期
、
実
際
に
銅
山
で
働
い
て
い
た
小
田
定
保
氏
（
一
九
二
○
年
生
ま
れ
）
に
銅
山
跡
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

様
々
な
説
明
を
受
け
た
。
以
下
は
、
深
田
銅
山
の
歴
史
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
聞
き
取
り
や
、
そ
の
後
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

一
匹
も
い
な
い
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
記
憶
が
鮮
明
だ
っ
た
の
で
、
戦
後
に
な
っ
て
色
食
と
調
べ
て
ゑ
た
ら
、
一
八
七
五
年
（
明

治
八
年
）
の
資
料
に
す
で
に
岩
屋
銅
山
で
鉱
毒
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
と
。

そ
れ
ま
で
深
田
銅
山
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
こ
の
話
を
う
か
が
っ
た
と
き
、
深
田
銅
山
は
、
鉱
毒
事
件
や
朝
鮮
人
・
中
国
人
強

制
労
働
で
名
高
い
足
尾
銅
山
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
な
、
そ
の
意
味
で
ま
さ
に
「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
と
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

と
直
感
し
た
。
そ
こ
で
、
早
速
、
犬
童
氏
と
毎
日
新
聞
熊
本
支
局
の
吉
川
友
丈
記
者
（
当
時
）
に
同
行
願
い
、
調
査
に
赴
い
た
の
は
、
一
九
九

三
年
一
一
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
深
田
銅
山
の
沿
革
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
中
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
を
ゑ
て
お
こ
う
。

『
日
本
の
鉱
床
総
覧
』
上
巻
（
深
水
氏
提
供
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
七
○
四
〜
三
五
年
（
宝
永
〜
享
保
時
代
）
相
良
藩
で
発
見
、
稼
行
す
る
。

一
七
四
○
年
（
元
文
五
年
）
休
山
。

一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
上
村
健
吾
氏
に
よ
り
再
開
。

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

深
田
銅
山
の
沿
革



一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）
岩
屋
鉱
山
と
し
て
稼
行
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
高
田
商
会
の
経
営
に
な
り
盛
ん
に
稼
行
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
精
煉
所
建
設
。

一
九
一
一
三
年
（
大
正
一
二
年
）
不
況
に
よ
り
休
山
。

一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
）
新
望
銅
山
と
改
称
し
て
採
探
鉱
に
着
手
。

き
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
四

新
望
銅
山
は
深
田
村
に
あ
り
、
宝
永
・
享
保
の
頃
相
良
公
の
経
営
に
属
し
数
十
年
隆
盛
を
極
め
し
と
云
ふ
。
其
の
後
廃
鉱
と
な
り
明
治
七
、

八
年
、
十
三
年
、
三
十
年
試
掘
願
を
な
し
大
正
六
年
高
田
商
会
の
経
営
に
よ
り
隆
盛
と
な
り
、
一
時
製
煉
業
を
も
な
し
た
る
も
大
正
十
四
年

休
鉱
し
、
其
の
後
昭
和
六
年
二
月
貝
谷
真
孜
氏
之
を
経
営
し
て
今
日
に
及
ぶ
。

（
中
略
）
現
在
資
本
金
二
百
万
円
、
役
員
十
五
名
、
労
務
者
二
百
名
を
有
す
る
も
、
昭
和
十
二
年
六
月
よ
り
は
資
本
金
を
四
百
万
円
に
増
し

て
一
日
五
十
噸
を
産
出
す
る
機
械
選
鉱
場
を
設
置
し
、
更
に
圧
縮
空
気
に
よ
る
竪
岩
機
数
台
を
使
用
し
掘
竪
を
急
ぎ
つ
ふ
あ
る
。

深
水
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
コ
ピ
ー
に
は
、
最
後
に
、
手
書
き
で
、
「
昭
和
四
九
年
一
月
三
井
金
属
鉱
業
（
株
）
消
滅
登
録
、
鉱
区
放
棄
」
と
書

一
九
五
一
年
（
昭
和
一
一
六
年
）
三
井
金
属
鉱
業
（
株
）
深
田
鉱
山
と
称
し
て
採
鉱
開
始
。

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）
採
鉱
中
止
。

昭
和
一
一
一
年
〜
二
○
年
算
出
粗
鉱
鼠
三
七
、
三
九
七
ｔ
、
品
位
不
明
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
年
）
休
山
．

－５１－

「
近
代
」
の

一
九
四
一
年
八
月
二
五
日
発
行
の
『
球
磨
郡
誌
』
（
犬
童
氏
提
供
）
に
は
、
「
新
望
銅
山
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）



鉱
石
の
含
有
量
は
相
当
の
も
の
で
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
鉱
脈
は
縦
横
に
走
り
水
準
下
二
百
四
十
尺
に
達
し
て
い
る
．
埋
蔵
量
は
無
尽

蔵
と
も
い
ふ
べ
く
原
鉱
は
佐
賀
県
製
煉
所
に
送
り
て
ゐ
る
。
銅
鉱
は
含
銅
硫
化
鉄
鉱
に
し
て
黄
銅
鉱
、
自
然
銅
等
を
産
出
す
る
。
（
一
一
八
四

頁
、
な
お
原
文
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
）

そ
の
後
、
『
深
田
村
誌
』
が
一
九
九
四
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
も
深
水
氏
の
手
に
よ
っ
て
深
田
銅
山
の
沿
革
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

が
、
と
り
あ
え
ず
以
上
の
三
点
の
文
献
を
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
若
干
の
差
異
が
承
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

第
一
に
、
江
戸
時
代
に
休
山
に
な
っ
た
時
期
が
、
『
日
本
の
鉱
床
総
覧
』
で
は
一
七
四
○
年
に
、
『
深
田
歴
史
考
』
で
は
一
七
四
七
年
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
第
一
一
に
、
高
田
商
会
が
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年
代
が
、
『
日
本
の
鉱
床
総
覧
』
で
は
一
九
一
一
一
一
年
に
、
『
球
磨
郡
誌
』
『
深
田

歴
史
考
』
で
は
一
九
一
七
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
高
田
商
会
が
採
掘
を
止
め
た
年
が
、
『
日
本
の
鉱
床
総
覧
』
で
は
一
九
一
一
一
一
一
年

に
、
『
球
磨
郡
誌
』
『
深
田
歴
史
考
』
で
は
一
九
一
一
五
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
新
望
銅
山
と
改
称
さ
れ
た
年
が
、
『
日
本
の
鉱
床
総

覧
』
で
は
一
九
三
○
年
に
、
『
深
田
歴
史
考
』
で
は
一
九
三
七
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

深
水
氏
の
『
深
田
歴
史
考
』
の
中
の
深
田
銅
山
に
関
す
る
記
述
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
『
球
磨
郡
誌
』
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
が
、
銅
山
の
開
鉱
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
銅
山
の
開
鉱
に
は
諸
説
あ
る
．
既
に
豊
臣
秀
吉
時
代
（
桃
山
時
代
）
に
は
開
鉱
し
て
い
た
と
い
う
（
鷺
巣
の
中
村
初
吉
さ
ん
の
話
）
。

又
、
江
戸
時
代
に
は
い
り
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
、
或
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
○
一
）
が
発
掘
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
っ

て
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宝
永
、
正
徳
、
享
保
年
間
（
一
七
○
四
〜
一
七
三
五
）
の
頃
に
な
る
と
発
掘
が
隆
盛
に
な
り
、
延
享

四
年
（
一
七
四
七
）
に
一
時
休
鉱
に
な
っ
た
こ
と
は
史
実
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
一
五
三
頁
）

－５２－

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“

詔
銅
山
の
（
４
払
）



一
一
深
田
銅
山
の
鉱
毒
問
題

深
田
銅
山
か
ら
流
出
す
る
鉱
毒
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
股
も
早
い
記
録
が
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
求
麻
郡
地
誌
調
掛
の
高
田
苗
清

（
に
し
き
よ
）
・
渋
谷
得
蔵
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
草
稿
を
編
纂
し
た
『
肥
後
国
求
麻
郡
村
誌
』
（
一
九
七
五
年
九
月
、
熊
本
女
子
大
学
歴
史
研

究
部
発
行
、
青
潮
社
出
版
。
こ
の
資
料
も
犬
童
氏
の
提
供
に
よ
る
）
で
あ
る
。
そ
の
「
明
治
八
年
乙
亥
五
月
肥
後
国
求
麻
郡
第
十
四
大
区
六
小

区
深
田
村
地
誌
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
深
田
銅
山
が
隆
盛
を
誇
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
一
時
期
を
除
け
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
、
銅
と
い
う
金
属
の
性
質
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
深
田
歴
史
考
』
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
「
時
代
に
は
、
銅
山
周
辺
の
空
地
に
は
、
官
舎
や
住
宅
が
立
ち
並
び
、
遠
く
免
田
村
か
ら
も
商
店
が
出
張
販
売
し
、

人
口
も
密
集
し
一
時
は
小
学
校
の
分
教
場
設
圃
の
噂
も
立
っ
た
」
（
一
五
五
頁
）
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
承
せ
た
と
い
う
。
な
に
し
ろ
、
現
在
で
も
人

口
一
一
三
○
○
余
の
村
で
あ
る
か
ら
、
村
の
経
済
に
と
っ
て
、
従
業
員
だ
け
で
二
○
○
名
以
上
、
そ
の
家
族
も
含
め
れ
ば
七
○
○
名
以
上
に
も
及

ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
最
盛
期
の
銅
山
の
影
響
は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
深
田
銅
山
も
、
一
九
四
四
年
七

月
の
水
害
に
よ
り
、
「
鉱
坑
及
び
選
鉱
場
な
ど
、
主
要
施
設
は
埋
没
し
、
再
起
不
能
と
な
っ
た
」
（
同
前
、
一
五
三
頁
）
。
戦
後
は
、
三
井
金
属
鉱

業
が
試
掘
し
た
が
、
早
々
に
撤
退
し
、
そ
の
後
、
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
、
「
某
会
社
か
ら
旧
深
田
銅
山
の
鉱
区
を
は
じ
め
、
須
恵
村
、
相
良
村

に
ま
た
が
る
三
四
七
○
五
ア
ー
ル
に
及
ぶ
、
範
囲
を
鉱
床
と
し
て
、
金
、
銀
、
銅
鉱
の
鉱
業
出
願
が
あ
っ
た
」
が
、
承
認
さ
れ
な
い
ま
ま
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
同
前
、
一
五
五
頁
）
。

こ
の
よ
う
な
年
代
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
鉱
山
史
研
究
の
基
本
的
な
資
料
を
も
と
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
『
球
磨
郡

●

誌
』
で
、
深
田
銅
山
の
鉱
石
は
「
佐
賀
県
製
煉
所
」
に
送
ら
れ
た
と
あ
る
の
が
、
大
分
県
の
「
佐
賀
関
精
錬
所
」
の
明
白
な
誤
り
で
あ
る
こ
と

（
１
）

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、

界
誌
ど
の
〃
縮
図
“

－５３－

球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

■
・
貼
・
・
・
・
・
、



是
ハ
元
禄
年
間
銅
ヲ
堀
リ
其
跡
漆
喰
ヲ
以
堀
ロ
ノ
周
囲
ヲ
塗
レ
ド
モ
堀
穴
ヨ
リ
水
溢
レ
出
テ
銅
山
川
二
入
ル
銅
鉱
二
懲
石
ヲ
含
ミ
川
底
赤

色
ヲ
帯
ピ
草
生
セ
ス
魚
類
死
ス
ト
云
（
一
四
三
頁
）

以
上
の
記
述
か
ら
、
深
田
銅
山
の
坑
口
か
ら
流
出
す
る
鉱
毒
水
に
よ
る
銅
山
川
の
魚
や
沿
岸
の
田
地
へ
の
被
害
が
、
す
で
に
一
八
七
五
年
の

時
点
で
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
洪
水
の
場
合
に
は
、
鉱
毒
水
が
田
に
入
ら
な
い
よ
う
に
あ
わ
て
て
水
口
を
塞
い
だ
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
沿
岸
の
農
民
に
は
そ
う
し
た
対
策
が
長
年
に
わ
た
り
経
験
知
と
し
て
蓄
萩
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
そ
れ
以
前
に
、

お
そ
ら
く
は
江
戸
時
代
か
ら
何
度
も
鉱
毒
の
被
害
を
う
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

後
者
の
資
料
に
「
慧
石
」
（
ぼ
ん
せ
き
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
「
胆
馨
」
（
た
ん
ば
ん
）
と
も
い
い
、
水
中
に
生
ず
る
硫
酸

銅
か
ら
な
る
鉱
物
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
地
方
鉱
床
誌
』
第
九
巻
「
九
州
地
方
」
（
朝
倉
書
店
、
一
九
六
一
年
）
に
は
、
「
多
量
の

字
岩
屋
山

銅
鉱
堀
跡
一
・
ヶ
所

銅
山
川
巾
七
間
深
四
尺
洪
水
三
尺

此
水
源
岩
屋
山
ヨ
リ
出
デ
元
禄
年
間
此
山
ニ
テ
銅
ヲ
堀
リ
其
後
漆
喰
ヲ
以
テ
堀
口
ノ
周
囲
ヲ
塗
レ
ド
モ
堀
穴
ヨ
リ
水
溢
レ
出
テ
銅
山
川
一
一

入
り
水
色
赤
ク
魚
類
死
ス
ト
云
堰
ア
ッ
テ
田
地
ノ
用
水
ト
ナ
ル
流
末
求
麻
川
二
合
ス
洪
水
ノ
節
ハ
銅
穴
ノ
水
溢
レ
出
シ
里
民
田
地
ノ
水
ロ
ヲ

留
メ
銅
水
ノ
害
ヲ
防
ク
ト
云
（
一
四
二
頁
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
い
う
。

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）



深
水
氏
の
お
話
し
で
は
、
銅
山
川
の
下
流
で
「
井
手
」
か
ら
水
を
引
き
、
「
ヌ
キ
」
で
山
を
通
し
て
、
深
水
氏
が
居
住
す
る
古
町
あ
た
り
の
田

畑
を
潅
概
し
て
い
た
（
こ
の
こ
と
は
、
文
化
一
○
年
’
一
八
一
三
年
の
「
古
地
図
」
で
も
確
認
で
き
る
）
が
、
や
は
り
、
他
の
田
畑
と
比
べ
て

収
量
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
蓑
田
は
、
「
天
地
返
し
」
（
土
地
の
下
の
方
の
土
と
表
面
部
分
の
土
を
入
れ
換
え
る
）
や
、
中
和
さ

せ
る
た
め
の
石
灰
の
投
入
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
、
昭
和
初
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、
深
水
氏
の
子
ど
も
の
頃
も
、
夕
立
が
あ
る
と
、
真
っ
赤
に
な
っ
た
銅
山
川
の
水
が
球
磨
川
に
流
れ
込

承
、
球
磨
川
の
流
れ
に
赤
い
筋
状
の
帯
が
で
き
、
鮎
が
狂
っ
た
よ
う
に
死
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
当
時
、
子
ど
も
た
ち
は
、
夕
立
が
あ

る
と
鮎
が
死
ぬ
の
を
待
っ
て
つ
か
ま
え
る
の
を
楽
し
ふ
に
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
も
鉱

硫
酸
銅
を
溶
解
し
て
い
る
銅
鉱
山
の
坑
内
水
」
の
中
に
「
鉄
片
を
入
れ
る
と
銅
は
鉄
を
置
換
し
て
金
属
銅
と
し
て
沈
澱
」
す
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
（
一
一
五
六
頁
）
、
深
田
村
の
特
産
品
に
も
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
の
「
慧
石
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
自
然
に
で
き
た
鉱
物
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
自
体
が
、
銅
山
か
ら
流
れ
る
川
の
水
の
毒
性
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

『
肥
後
国
求
麻
郡
村
誌
』
の
他
に
鉱
毒
被
害
の
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
五
月
六
日
の
『
人
吉
新

報
』
の
記
事
が
あ
る
。
深
田
村
の
蓑
田
雪
（
す
す
ぎ
）
と
い
う
土
壌
改
良
の
先
駆
者
の
こ
と
を
紹
介
し
た
記
事
で
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
（
こ
の
贋
料
は
、
深
水
氏
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
深
水
氏
は
、
こ
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
た
球
磨
地
方
の
郷
土
史
研
究
の
大
家

・
故
高
田
素
次
氏
か
ら
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
あ
る
）
。

「
近
代
」
の
”
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

事
の
出
来
な
い
処
よ
り
そ
の
対
策
と
し
て
同
毒
素
の
化
学
的
予
防
、
土
壌
の
改
良
等
に
そ
の
全
精
力
を
傾
注
し
各
種
の
調
査
研
究
を
な
し
此

（
マ
マ
）
‐

の
方
面
実
に
卓
越
し
た
る
識
見
と
造
脂
と
を
有
し
て
ゐ
る
。
（
傍
線
小
松
）

深
田
銅
山
よ
り
流
出
す
る
酸
性
毒
素
の
為
に
同
村
の
水
田
数
十
町
歩
が
水
稲
に
困
難
す
る
の
象
な
ら
ず
、
麦
の
如
き
殆
ど
収
穫
を
得
る

－５５－



毒
の
被
害
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

実
は
、
鉱
毒
事
件
で
有
名
な
足
尾
銅
山
の
場
合
、
鉱
毒
に
よ
る
被
害
、
と
り
わ
け
鮎
の
大
量
死
が
最
初
に
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
の
は
、
一
八

八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
八
月
一
二
日
の
『
朝
野
新
聞
』
の
紙
面
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
足
尾
で
も
、
銅
山
近
辺
の
村
食
の
農
作
物

に
対
す
る
被
害
は
江
戸
時
代
か
ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
鉱
毒
被
害
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
足
尾
銅
山
で
有
望
な
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、
生
産

蛍
が
格
段
に
増
大
す
る
一
八
八
四
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
、
一
八
七
五
年
の
資
料
に
既
に
鉱
毒
被
害
が
記
戦
さ
れ
て
い
る

深
田
銅
山
は
、
近
代
日
本
の
公
害
（
鉱
毒
）
史
上
、
最
も
早
い
事
例
に
属
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
足
尾
銅
山
の

鉱
毒
被
害
に
苦
し
む
渡
良
瀬
川
沿
岸
の
農
民
た
ち
が
と
っ
た
対
応
策
も
、
そ
の
初
期
の
こ
ろ
は
、
や
は
り
「
天
地
返
し
」
や
石
灰
の
投
入
で

あ
っ
た
．
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
は
鉱
毒
被
害
を
根
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
被
害
農
民
た
ち
は
、
鉱
毒
反
対
Ⅱ
足
尾

銅
山
操
業
停
止
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
深
田
村
の
場
合
、
「
天
地
返
し
」
な
ど
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
証
は

な
い
が
、
蓑
田
は
、
足
尾
鉱
毒
事
件
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
を
自
分
の
村
に
応
用
し
よ
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
精
錬
所
か
ら
で
る
煙
り
に
よ
る
被
害
（
煙
害
）
も
、
足
尾
銅
山
の
場
合
は
深
刻
で
、
松
木
村
と
い
う
村
が
そ
の
た
め
に
な
く
な
り
、

現
在
で
も
足
尾
の
山
会
の
緑
は
な
か
な
か
回
復
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ゴ
ッ
し
た
岩
肌
を
剥
き
出
し
に
し
て
、
訪
れ
る
人
を
、
荒
涼
た
る

気
分
に
さ
せ
る
。
同
様
に
深
田
銅
山
で
も
煙
害
が
発
生
し
、
は
げ
山
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
深
水
氏
や
小
田
氏
の
証
言
か
ら
確

5６

以
上
の
よ
う
に
、
深
田
村
で
Ｊ
い
》
、
田
畑
の
農
作
物
や
鮎
な
ど
の
魚
類
、
さ
ら
に
は
山
含
の
樹
木
に
対
す
る
被
害
が
か
な
り
発
生
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
れ
が
村
を
ゆ
る
が
す
ほ
ど
の
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
を
、
私
は
、
率
直
に
深
水
氏

に
ぶ
つ
け
て
ぷ
た
。
そ
の
答
え
は
、
「
反
対
運
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
深
水
氏
の
家
の
田
も
、
銅
山
川
か
ら
水
を

引
い
て
お
り
、
収
穫
は
確
か
に
少
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
反
面
、
銅
山
に
勤
め
て
い
る
村
民
も
多
く
、
舟
運
も
盛
ん
に
な
り
、
最
盛
期
に
は
免
田

村
か
ら
も
商
店
が
出
張
し
て
く
る
ほ
ど
、
銅
山
に
よ
っ
て
村
全
体
が
潤
っ
た
か
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
深
田
』

「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）
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前
述
し
た
よ
う
に
、
た
し
か
に
、
深
田
村
に
占
め
る
銅
山
の
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
足
尾
鉱
毒
事
件
の
場
合
は
、
被
害
が
、
足
尾
銅
山
か
ら

ず
っ
と
下
流
の
沿
岸
地
帯
に
集
中
し
、
足
尾
銅
山
と
利
害
を
共
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
反
対
運
動
を
や
り

や
す
く
し
た
と
い
う
一
面
も
、
確
か
に
否
定
で
き
な
い
。
現
に
、
足
尾
町
の
住
民
は
、
古
河
が
経
営
す
る
足
尾
銅
山
に
対
し
て
期
限
付
き
の
鉱

毒
予
防
工
事
命
令
が
出
さ
れ
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
人
が
手
弁
当
で
工
事
を
手
伝
っ
て
い
る
。
今
ふ
う
に
言
え
ば
「
企
業
城
下
町
」
的
な
性
格

が
強
か
っ
た
。
深
田
村
の
場
合
も
、
足
尾
銅
山
に
対
す
る
足
尾
町
の
関
係
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
隣
接
す
る
五
木
村
の
五
木
銅
山
で
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
三
月
一
一
日
に
、
板
木
地
区
の
佐
藤
忠
作
外
七
名
の
農
民
が
、

村
長
に
あ
て
て
、
煙
害
に
よ
る
被
害
の
補
償
を
会
社
側
に
請
求
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
「
御
願
」
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

（
２
）

い
る
。
深
田
村
で
も
、
こ
う
し
た
動
き
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
今
後
、
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
有
害
な
水
と
煙
が
銅
山
で
働
く
鉱
夫
た
ち
の
健
康
を
脅
か
し
て
い
た
こ
と
も
資
料
的
に
確
認
で
き
る
。
深
田
銅
山
で
は
、
鉱
夫
一

三
九
名
が
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
八
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
同
盟
罷
業
を
し
て
い
る
が
、
鉱
夫
た
ち
が
提
出
し
た
五
項
目
の
「
請
願

書
」
の
中
に
、
「
銅
山
は
煙
害
及
び
水
質
悪
き
為
め
病
気
多
し
故
に
公
傷
以
外
の
病
気
に
対
し
て
も
薬
価
全
部
を
事
務
所
よ
り
支
払
ふ
て
貰
ひ

（
３
）

た
き
事
」
と
い
う
一
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
鉱
山
の
労
働
者
の
側
も
鉱
害
の
存
在
を
明
ら
か
に
認
識
し
、
自
分
た
ち
も
そ
の
被
害
者
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
、
公
害
問
題
史
上
特
筆
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
鉱
毒
の
原
因
企
業
の
労
働
者
と
被
害
者
で
あ
る
村

民
た
ち
と
の
共
闘
の
可
能
性
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
現
実
の
歴
史
過
程
で
は
、
村
民
た
ち
の
抗
議
行
動
が
承
ら
れ

な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
労
働
者
と
村
民
の
共
闘
関
係
も
成
立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
前
述
し
た
「
企
業
城
下
町
」
的
な

意
識
の
あ
り
よ
う
に
加
え
、
明
治
以
来
、
深
田
銅
山
の
操
業
期
間
が
断
続
的
か
つ
短
期
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
被
害
が
足
尾
鉱
毒
事
件
ほ
ど

深
刻
化
し
な
か
っ
た
こ
と
が
股
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
な
け
れ
ば
、

被
害
民
は
な
か
な
か
立
ち
上
が
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
深
田
銅
山
で
は
、
一
九
六
九
年
に
、
三
井
金
属
串
木
野
鉱
山
株
式
会
社
工
作
課
に
よ
っ
て
、
坑
口
閉
塞
Ｐ
鉱
津
移
転
等
の
鉱
毒
防
止

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）
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「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
一

（
４
）

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

5８

深
田
銅
山
の
鉱
業
権
者
と
し
て
高
田
商
会
の
名
が
『
一
覧
』
に
登
場
す
る
の
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
合
資
会
社
高
田

商
会
外
二
名
」
と
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
、
一
九
一
七
年
の
『
趨
勢
』
に
も
、
「
新
二
事
業
二
着
手
シ
タ
ル
鉱
山
」
と
し
て
「
岩
屋
鉱
山
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
全
文
引
用
し
て
承
よ
う
。

鉱
山
史
研
究
の
基
礎
的
な
資
料
に
、
『
本
邦
鉱
業
ノ
趨
勢
』
と
『
鉱
区
一
覧
』
が
あ
る
。
『
本
邦
鉱
業
ノ
趨
勢
』
（
以
下
『
趨
勢
』
と
略
記
）
は

農
商
務
省
鉱
山
局
（
の
ち
商
工
省
）
が
、
ま
た
『
鉱
区
一
覧
』
（
以
下
『
一
覧
』
と
略
記
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
管
区
毎
の
鉱
山
監
督
署
（
深
田

銅
山
の
場
合
は
福
岡
鉱
山
監
督
署
、
の
ち
、
一
九
一
三
〜
一
一
四
年
版
が
福
岡
鉱
務
署
、
一
九
一
一
五
〜
四
三
年
版
が
福
岡
鉱
山
監
督
局
に
改
ま

る
）
が
毎
年
刊
行
し
て
い
た
報
告
樹
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
資
料
を
て
が
か
り
に
、
深
田
銅
山
の
最
盛
期
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
承

たる
い、‐〃

。ｂ●

機
械
ノ
新
設
ト
シ
テ
ハ
事
業
再
興
二
伴
ヒ
ウ
ォ
ー
淫
ン
ト
ン
型
ポ
ン
プ
（
内
径
十
吋
）
三
壁
「
タ
ク
マ
」
式
蒸
汽
汽
曜
五
十
馬
力
一
墓
及
三

●

十
馬
力
ノ
モ
ノ
一
選
ヲ
設
置
シ
坑
内
外
二
九
封
度
軌
条
及
木
製
軌
条
ヲ
以
テ
延
長
約
二
千
七
百
尺
ノ
軌
道
ヲ
敷
設
セ
リ
（
一
八
五
〜
六
頁
、

本
鉱
山
〈
幾
多
鉱
業
権
者
ノ
交
代
稼
業
セ
ル
所
タ
リ
シ
モ
大
正
四
年
以
後
殆
ト
休
業
シ
僅
二
旧
坑
ノ
小
鑓
ヲ
逐
フ
テ
掘
進
中
隣
接
坑
道
二
貫

通
シ
タ
ル
時
多
量
ノ
溜
水
送
出
シ
之
力
排
水
二
施
業
中
宏
大
ナ
ル
石
ノ
存
在
セ
ル
ヲ
認
メ
タ
リ
亦
最
底
部
ノ
鉱
層
断
絶
シ
テ
石
英
出
顕
セ
シ

カ
ハ
之
ヲ
更
二
逐
う
コ
ト
数
十
尺
一
一
シ
テ
下
磐
ナ
ル
千
枚
岩
二
沿
上
鑓
幅
四
尺
余
ノ
品
位
優
良
ナ
ル
鉱
石
ヲ
発
見
シ
タ
リ
依
テ
坑
内
ノ
排
水

一
一
着
手
シ
同
時
二
旧
坑
道
ノ
改
修
ヲ
施
シ
其
方
面
各
含
延
先
キ
ノ
探
鉱
ヲ
為
シ
五
月
全
排
水
ヲ
了
へ
採
鉱
ニ
努
メ
稼
業
続
行
ス
ル
ー
ー
至
リ
シ

モ
坑
内
湧
水
多
量
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
カ
排
水
坑
道
（
約
八
百
尺
）
ヲ
開
竪
セ
ン
ト
シ
七
月
ヨ
リ
着
手
シ
大
正
七
年
十
月
竣
成
ノ
予
定
ナ
リ

三
高
田
鉱
業
時
代
の
深
田
銅
山

球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）



ま
た
、
一
一
五
九
頁
に
は
、
「
岩
屋
銅
山
高
田
鉱
業
株
式
会
社
二
月
事
業
二
着
手
」
と
あ
る
の
で
、
深
田
銅
山
の
鉱
業
権
が
高
田
商
会
に
移

り
、
採
掘
事
業
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
一
七
年
の
二
月
と
断
定
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

高
田
商
会
は
、
高
田
慎
蔵
が
一
八
八
一
年
に
創
設
し
た
貿
易
商
社
で
、
お
も
に
機
械
や
船
舶
の
輸
入
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
海
運
・

土
木
建
築
・
不
動
産
取
引
・
鉱
山
業
な
ど
に
も
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
．
実
業
之
世
界
編
輯
局
撰
『
財
界
物
故
傑
物
徳
』
下
（
一
九
三
六
年

六
月
）
の
「
高
田
慎
蔵
」
の
項
に
は
、
日
澗
・
日
露
を
へ
た
同
商
会
の
発
展
ぶ
り
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
さ
き
に
日
清
戦
争
あ
り
、
次
い
で
日
鰯
戦
争
の
起
る
や
、
彼
は
川
村
、
山
際
、
大
山
等
軍
部
諸
星
の
信
任
を
得
、
大
倉
組
と
桔
抗
し
て
巨

利
を
占
め
、
日
露
戦
争
当
時
彼
の
財
産
は
約
二
千
万
円
と
称
へ
ら
れ
た
。
か
く
て
高
田
商
会
の
繁
栄
は
進
む
こ
と
坦
と
し
て
砥
の
如
く
、
天
下

に
そ
の
泰
平
を
寵
は
れ
、
わ
が
貿
易
商
中
の
一
勢
力
と
し
て
覇
を
唱
ふ
る
に
至
っ
た
が
、
四
十
一
年
組
織
を
改
め
て
合
資
会
社
と
な
し
、
大
正

元
年
表
面
の
責
任
を
養
子
釜
吉
に
談
り
、
大
番
頭
田
口
義
三
郎
を
し
て
こ
れ
が
輔
佐
に
当
ら
し
め
、
自
ら
は
高
田
商
会
及
び
高
田
鉱
業
の
顧
問

と
し
て
両
社
幹
部
を
誘
披
策
励
し
た
。
」
（
四
四
〜
五
頁
）

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
一
年
の
慎
蔵
の
病
没
と
と
も
に
、
小
規
模
な
財
閥
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
ま
で
発
展
し
て
い
た
高
田
商
会
も
急
速
に
没
落
す

る
こ
と
に
な
る
。
折
か
ら
の
恐
慌
の
打
撃
に
加
え
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
輸
入
品
在
庫
の
焼
失
と
霞
災
後
の
為
替
の
下
落
に
よ
り
、
二
千
数
百

（
６
）

万
の
損
失
を
出
し
て
、
一
九
一
一
五
年
一
一
月
一
一
十
一
日
に
休
業
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
高
田
鉱
業
時
代
の
深
田
銅
山
の
産
出
高
と
、
高
田
鉱
業
全
体
に
占
め
る
深
田
銅
山
の
位
霞
を
、
次
の
表
を
参
考
に
探
っ
て
承
よ

う
。

ま
ず
、
表
１
を
ふ
て
い
た
だ
き
た
い
。
『
趨
勢
』
か
ら
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
の
産
出
高
と
価
額
が
判
明
す
る
。
「
銅
」
と

「
銅
鉱
石
」
と
表
示
が
別
れ
て
い
る
の
は
、
精
錬
し
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
区
別
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
斤
」
「
貫
」
と
い
う
単
位
の

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

傍
線
原
文
）

5９



6０

違
い
を
ト
ン
で
統
一
す
る
な
ら
ば
、
一
九
一
八
年
は
銅
が
一
九
三
・
四
ト
ン
、
一
九
一
九

年
は
銅
が
一
一
・
三
ト
ン
で
銅
鉱
石
が
五
八
九
四
・
四
ト
ン
、
一
九
二
○
年
は
銅
鉱
石
が

七
四
一
四
・
二
ト
ン
、
一
九
一
二
年
は
銅
鉱
石
が
四
五
五
九
・
六
ト
ン
と
な
る
（
一
斤
’

○
・
○
○
○
六
ト
ン
、
一
貫
Ⅱ
○
・
○
○
三
七
ト
ン
で
計
算
）
。
深
田
銅
山
の
銅
鉱
石
は
、

含
有
戯
が
、
大
体
三
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
一
九
一
九
年
か
ら
二
一

年
ま
で
の
産
出
銅
鉱
石
か
ら
含
有
壁
を
割
り
出
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
七
六
・
八
ト
ン
、

一
一
一
一
二
・
四
ト
ン
、
一
三
六
・
八
ト
ン
と
な
り
、
す
べ
て
を
銅
で
換
算
す
る
と
、
一
九
一

八
年
一
九
一
一
一
・
四
ト
ン
、
一
九
一
九
年
一
八
八
・
一
ト
ン
、
一
九
二
○
年
二
二
二
・
四
ト

ン
、
一
九
二
一
年
一
三
六
・
八
ト
ン
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
産
出
高
の
ピ
ー
ク
は
一
九
二
○
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
価

額
の
最
高
は
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
後
、
銅

の
需
要
が
激
減
し
価
格
が
暴
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
九
年
の

『
趨
勢
』
の
第
七
章
「
鉱
山
事
業
ノ
概
況
」
の
「
銅
鉱
業
」
の
部
分
に
、
「
休
戦
以
来
各
国

ノ
需
用
殆
ト
皆
無
ノ
姿
ニ
シ
テ
生
産
過
剰
ヲ
来
シ
市
況
日
々
非
ニ
シ
テ
価
格
ノ
暴
落
趨
ク

所
ヲ
知
ラ
ス
一
方
燃
料
其
他
ノ
物
価
奔
騰
シ
賃
銀
ハ
著
シ
ク
高
上
シ
為
メ
ニ
生
産
費
ハ
膨

張
シ
経
営
甚
タ
困
難
ト
ナ
リ
従
テ
事
業
ヲ
縮
少
シ
或
ハ
休
山
ス
ル
モ
ノ
相
睡
キ
新
ナ
ル
鉱

山
又
ハ
拡
張
ヲ
起
蜜
ス
ル
者
甚
タ
少
ク
我
力
銅
界
ノ
為
メ
ニ
甚
タ
悲
シ
ム
ヘ
キ
現
象
ヲ
呈

セ
リ
」
（
一
二
九
〜
一
三
○
頁
）
と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
深
田
銅
山
は
、
高
田
鉱
業
が
再

開
発
に
乗
り
出
し
採
掘
を
始
め
た
直
後
に
世
界
的
な
銅
不
況
の
波
を
ま
と
も
に
か
ぶ
っ
て

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

表１ 高田鉱業時代の深田銅山の産出高（1918-24）

『本邦鉱業ノ趨勢』より作成。なお、大正11年（1922年）版は、国
立国会図瞥館にも所蔵されておらず、未見である。

年
銅

産出高(斤)． 価額(円）

銅鉱石

産出高(貫） 価額(円）

価 額 計

(円）

1918 322,379 188,269 188,269

1919 18,828 9,131 1,593,085 143,076 152,207

1920 2,003,846 134,858 134,858

1921 1,232,333 135,653 135,653

1922

1923

1924



し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
深
田
銅
山
は
、
き
わ
め
で
短
期
間
の
う
ち
に
、
再
度
休
業
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
『
趨
勢
』
の
一
九
二
二
年
版
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
す
で
に

一
九
二
一
年
版
に
は
「
熊
本
県
岩
谷
鉱
山
等
ハ
遂
二
精
錬
或
ハ
採
鉱
ヲ
中
止

シ
」
と
出
て
い
る
の
で
、
一
九
二
一
一
年
か
、
お
そ
く
と
も
一
九
一
一
三
年
に
は
操

（
６
）

業
を
全
面
的
に
停
止
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
一
一
一
一
年
版
の
『
趨

勢
』
に
は
、
岩
屋
銅
山
の
名
は
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
鉱
業
権

自
体
は
ま
だ
高
田
鉱
業
が
所
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
鉱
業
権
が
西
尾
豊
と
い

う
人
物
に
移
る
の
は
、
一
九
二
五
年
の
『
一
覧
』
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
深
田
銅
山
の
位
置
を
、
表
２
か
ら
探
っ
て
ふ
よ

う
。
表
２
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
高
田
鉱
業
の
基
幹
鉱
山
は
何
と
い
っ

て
も
宮
城
県
の
高
田
鉱
山
で
あ
っ
た
。
高
田
鉱
山
は
、
銀
と
鉛
と
亜
鉛
を
産

出
し
て
い
た
ほ
か
、
大
規
模
な
亜
鉛
の
精
錬
所
を
有
し
て
お
り
、
北
海
道
の

広
尾
鉱
山
や
群
馬
県
の
八
幡
鉱
山
な
ど
か
ら
産
出
さ
れ
る
亜
鉛
鉱
石
の
精
錬

も
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
高
田
鉱
山
に
次
ぐ
位
憧
を
し
め
る
の
が
、
徳

島
県
の
高
越
（
こ
う
え
つ
）
鉱
山
で
、
含
銅
硫
化
鉄
鉱
石
を
毎
年
三
○
○
○
ト

ン
前
後
産
出
し
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
鉱
山
を
中
心
に
、
高
田
鉱
業
は
、
当
時

の
日
本
の
産
銅
業
界
で
急
速
に
の
し
上
が
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
末
期
に

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

表２ 高田鉱業所有鉱山産出価額の変遷（1917-25）

《侭考》I本邦拭桑ノ晦蜘各年風より作まただし．ｌ睡癖蹟は、国会図画団にも未所且のため．未処
各は山の上段の欧字の単位O急円・下皿は高田鉱顕病有8辿亙出佃W回の合計鱈占める圃合を表す．
1917～19年の合叶の政調歯・畔邦鉱戴ノ圃勢』中の『は厘伍頂三十（五十）万円以上ノ盆餌櫨老』の一兇変からとった飢、明白な計再間追いと
わかる1919年分は（）内に訂正しておいた．
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50.1％

・４“.濁９

51.9％

阿功．

(山口）

15.3s８

0.5％

岩田

(頗本）

1880289

5.6％

1520207

6.2％

134,858

5,6％

135,653

11.3％

合計 3.3790395 3,3690109 2,4690820

哩邑4騨且懇）

203010419 10197,480 794,139 7790380 203,638



6２

貝
谷
真
孜
は
、
一
八
七
七
年
一
○
月
一
一
一
日
に
、
熊
本
県
人
野
田
慶
幸
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
野
田
慶
幸
は
、
郡
長
や
税
務
署
長
な
ど

を
歴
任
し
た
後
、
細
川
家
の
顧
問
を
勤
め
た
人
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真
孜
は
、
一
一
一
才
の
時
に
貝
谷
弥
三
の
養
子
と
な
り
、
貝
谷
姓
を
な
の

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
九
年
七
月
に
東
京
鉄
道
学
校
鉄
道
建
設
科
を
卒
業
し
た
あ
と
、
鉄
道
作
業
局
建
設
部
、
東
京
市
役
所
を
へ
て
、
一

九
○
○
年
五
月
に
熊
本
県
に
戻
り
、
飽
託
郡
道
路
組
合
嘱
託
、
県
水
力
電
気
調
査
助
手
、
天
草
郡
吏
な
ど
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
一
九
○
五
年

四
月
に
三
井
三
池
炭
鉱
に
入
社
。
工
手
長
、
鉱
務
技
士
、
建
築
技
師
、
庶
務
事
務
員
な
ど
を
歴
任
し
て
、
一
九
一
一
六
年
一
○
月
に
退
社
。
そ
れ

し
て
来
る
。

は
、
産
銅
業
界
の
ビ
ッ
グ
５
と
い
わ
れ
た
久
原
鉱
業
・
古
河
・
藤
田
組
・
三
菱
・
住
友
合
資
に
次
ぐ
地
位
を
三
井
鉱
山
な
ど
と
分
け
あ
う
ま
で

（
７
）

に
い
た
っ
て
い
る
。
深
田
銅
山
は
、
こ
う
し
た
高
田
鉱
業
に
あ
っ
て
、
高
田
鉱
山
・
高
越
鉱
山
に
次
ぐ
地
位
に
あ
り
、
五
％
か
ら
一
一
％
あ
ま

り
の
比
率
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
位
置
は
、
か
な
り
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
三
年
四
月
に
基
幹
鉱
山
で
あ
っ
た
高
田
鉱
山
の
工
場
が
全
焼
す
る
事
故
が
あ
り
、
そ
の
影
響
か
、
高
田
鉱
山
の
産
出
価

額
が
急
激
に
減
少
し
、
一
九
一
一
五
年
に
は
、
高
田
・
高
越
の
両
鉱
山
の
鉱
業
権
も
共
立
鉱
業
に
移
転
し
、
青
森
県
の
大
正
鉱
山
一
つ
を
残
す
の

承
と
な
っ
て
い
る
。
お
お
も
と
で
あ
る
高
田
商
会
の
休
業
と
と
も
に
、
高
田
鉱
業
の
歴
史
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
承
に
、
高
田
商
会
時
代
の
深
田
銅
山
の
所
長
は
、
戦
後
に
福
岡
三
区
か
ら
選
出
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
を
五
期
つ
と
め
た
田
中
稔
男
の
父

（
９
）
‐
（
旧
）

・
田
中
稔
で
あ
っ
輔
鉱
夫
数
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
一
九
人
、
一
一
○
○
人
な
ど
の
説
が
あ
り
、
定
か
で
は
な
い
が
、
鉱
山
の
規
模
や
、
後
述
す
る

昭
和
戦
前
期
の
鉱
夫
数
か
ら
考
え
て
、
多
く
て
も
一
一
○
○
人
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

深
田
銅
山
が
第
二
次
隆
盛
期
を
迎
え
る
の
は
、
鉱
業
権
が
貝
谷
真
孜
（
か
い
た
に
・
し
ん
し
）
の
手
に
移
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
、

『
球
磨
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
一
一
年
二
月
と
あ
る
が
、
『
一
覧
』
の
一
九
三
一
年
版
に
も
貝
谷
の
名
が
初
め
て
「
鉱
業
権
者
」
の
欄
に
登
場

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

四
「
新
望
銅
山
」
時
代
の
深
田
銅
山



熊
本
県
人
吉
駅
ヨ
リ
湯
ノ
前
二
至
ル
ノ
支
線
ニ
テ
免
田
駅
二
到
り
之
ヨ
リ
県
道
ニ
テ
約
四
粁
北
方
ノ
球
磨
郡
深
田
村
ニ
ァ
リ
、
事
務
所
ハ
県

道
ヨ
リ
岐
レ
鉱
山
道
路
約
一
粁
ニ
シ
テ
達
ス
鉱
石
ハ
自
動
車
或
ハ
馬
車
ニ
ョ
リ
免
田
駅
二
搬
出
ス

『
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
岩
屋
銅
山
が
新
望
銅
山
へ
と
名
称
を
変
更
す
る
の
が
一
九
一
一
三
年
、
鉱
業
権
が
貝
谷
真
孜
個
人
か
ら
新
望
銅
山
株
式

会
社
に
移
転
す
る
の
が
一
九
三
六
年
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
設
立
は
一
九
三
六
年
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
九
三
四
年
と

記
さ
れ
て
い
る
資
料
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
『
趨
勢
』
の
昭
和
一
二
年
版
（
昭
和
一
四
年
三
月
一
一
五
日
発
行
）
で
、
そ
の
「
新
二
重
要
鉱
山
二

列
シ
タ
ル
鉱
山
」
の
項
に
新
望
銅
山
が
掲
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
前
に
、
一
九
二
四
年
五
月
一
○
日
の
第
一
五
回
総
選
挙
に
政
友
会
か
ら
立
候
補
し
て
補
欠
で
当
選
。
ま
た
、
一
九
三
二
年
二
月
一
一
○
日
の
第

一
八
回
総
選
挙
に
福
岡
第
三
区
（
久
留
米
市
・
大
牟
田
市
・
浮
羽
郡
な
ど
筑
後
地
方
、
定
数
五
）
か
ら
立
候
補
し
て
再
び
当
選
し
て
い
る
。
そ

の
後
は
、
大
牟
田
市
議
を
つ
と
め
る
一
方
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
を
設
立
し
て
鉱
山
経
営
に
乗
り
出
し
、
一
九
三
七
年
一
一
月
二
日
に
死
去
し

の
後
は
、

（
Ⅱ
）

て
い
る
。

（
３
）
地
質
及
鉱
床

附
近
地
質
ハ
秩
父
古
生
層
二
属
ス
ル
粘
板
岩
ニ
テ
何
レ
モ
動
力
作
用
ヲ
受
ケ
テ
繊
曲
ヲ
ナ
ス
、
鉱
床
ハ
含
銅
硫
化
鉄
鉱
鉱
床
一
一
シ
テ
前
記
岩

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

本
鉱
山
ノ
歴
史
ハ
遠
ク
元
禄
時
代
二
遡
ル
モ
ノ
、
如
ク
大
戦
当
時
一
時
発
展
シ
タ
ル
事
ア
ル
モ
其
後
休
止
ト
ナ
レ
リ
、
昭
和
五
年
ヨ
リ
作
業

6３

ヲ
再
開
同
九
年
本
会
社
ノ
経
営
ト
ナ
リ
今
二
及
く
り

（
２
）
沿
革

（
１
）
交
通
運
搬

新
望
銅
山
採
登
第
１
２
２
号
金
銀
銅
硫
化
鉄

熊
本
県
球
磨
郡
深
田
村
新
望
銅
山
株
式
会
社



随
伴
稀
二
金
銀
ヲ
伴
う
事
ア
リ

新
望
銅
山
株
式
会
社
の
設
立
が
一
九
三
四
年
で
あ
っ
た
ら
し
き
こ
と
は
、
外
の
資
料
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
資
料
と
は
、
私
が

偶
然
に
あ
る
古
書
店
か
ら
入
手
し
た
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
「
営
業
報
告
書
」
等
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
「
営
業
報
告
書
」
等
を
元
に
、
新
望

銅
山
の
変
遷
と
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
経
営
実
態
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
．

私
が
入
手
し
た
資
料
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
『
趨
勢
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
設
立
が
一
九
三
四
年
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
貝
谷
が
深
田
銅
山
の
操
業
を
再

開
し
つ
つ
あ
っ
た
の
も
一
九
三
○
年
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
深
田
村
誌
』
が
紹
介
し
て
い
る
『
重
要
鉱
山
新
望
銅
山
概
要
説
明
書
』

に
も
、
貝
谷
が
経
営
権
を
穣
り
受
け
た
の
が
一
九
三
○
年
一
一
一
月
、
新
望
銅
山
を
株
式
会
社
組
織
と
し
た
の
が
一
九
三
四
年
四
月
、
と
記
さ
れ

（
ｇ

て
い
る
。

石
ノ
層
理
二
平
行
二
存
シ
、
銀
盤
ハ
摺
曲
一
一
従
ツ
テ
大
小
レ
ン
ズ
状
ヲ
ナ
シ
テ
存
シ
、
ソ
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
四
ｍ
以
上
ニ
達
シ
、
平
均
一
ｍ

乃
至
一
一
ｍ
ニ
シ
テ
最
上
鉱
ハ
品
位
銅
五
乃
至
六
％
硫
黄
四
五
％
平
均
ニ
テ
銅
三
乃
至
四
％
硫
黄
四
○
％
ア
リ
、
常
二
少
避
ノ
閃
亜
亜
鉛
鉱
ヲ

外
ヲ
合
シ
一
九
六
名
ナ
リ
（
一
五
三
〜
四
頁
、
傍
線
小
松
）

跡
二
充
填
シ
採
堀
ニ
ハ
手
堀
又
ハ
竪
岩
機
ヲ
使
用
ス
、

6４

（
４
）
操
業
ノ
概
況

主
要
坑
ロ
ハ
新
盛
坑
、
本
坑
、
斜
坑
、
第
二
坑
斜
坑
第
二
坑
の
四
坑
ニ
シ
テ
採
鉱
ハ
上
向
階
段
堀
一
一
シ
テ
薄
層
ノ
場
合
ハ
ソ
ノ
廃
石
ハ
採
堀

「
定
款
」

「
第
六
回
営
業
報
告
書
」
（
昭
和
一
二
年
六
月
一
日
〜
一
一
月
三
○
日
）

「
近
代
」
の
”
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）ヶ

月
採
掘
粗
鉱
高
ハ
約
一
○
○
○
瞳
ニ
シ
テ
銅
ノ
品
位
ハ
二
％
、
鉱
夫
数
ハ
坑
内



以
上
の
よ
う
に
、
「
営
業
報
告
書
」
は
年
二
回
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
資
料
の
性
格
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間
も

定
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
基
準
に
、
第
五
回
、
第
四
回
：
．
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
「
第
一
回
営
業
報
告
櫓
」
（
以
下
「
営
業
報
告
書
」

の
引
用
に
際
じ
て
は
、
回
数
の
象
を
略
記
す
る
）
の
期
間
は
、
昭
和
九
年
一
一
一
月
一
日
よ
り
昭
和
一
○
年
五
月
三
一
日
ま
で
と
な
る
。
「
第
一

回
」
で
あ
る
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
こ
の
と
お
り
の
期
間
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
応
、
一
九
三
四
年
に
新
望
銅
山
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
「
定
款
」
を
承
る
と
、
刊
行
の
日
時
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
所
は
、
「
東
京
市
麹

町
区
丸
ノ
内
二
丁
目
二
○
番
地
一
（
郵
船
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
新
望
銅
山
株
式
会
社
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
一
覧
』
に
よ
る
と
、
新
望

銅
山
株
式
会
社
の
所
在
地
は
、
当
初
は
、
「
東
京
市
京
橋
区
西
六
丁
目
六
’
一
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
第
六
回
」
に
、
本
社
を
丸
ノ
内

に
移
転
し
た
こ
と
を
昭
和
一
二
年
九
月
八
日
に
登
記
し
た
こ
と
が
記
戦
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
定
款
」
の
発
行
は
、
昭
和
一
一
一

年
中
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
「
定
款
」
に
よ
れ
ば
、
資
本
金
は
四
○
○
万
円
（
設
立
当
初
は
一
一
○
○
万
円
で
あ
っ
た
）
。
一
株
五

○
円
の
八
万
株
で
あ
る
。
取
締
役
七
名
以
内
、
監
査
役
五
名
以
内
を
置
く
も
の
と
し
、
取
締
役
は
一
一
○
○
株
以
上
、
監
査
役
は
一
○
○
株
以
上

の
株
主
の
中
か
ら
株
主
総
会
で
選
出
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
役
員
の
変
遷
は
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
、
懸
案
の
深
田
鉱
業
所
の
拡
張
工
事
が
完
成
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
火
薬
庫
、
機
関
庫
へ
選
鉱
場
、
貯
鉱
場
三
棟
、
分
析

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

「
第
七
回
営
業
報
告
書
」

「
第
九
回
営
業
報
告
書
」

「
第
一
○
回
営
業
報
告
蜜
」

「
第
一
一
回
営
業
報
告
書
」

「
第
一
二
回
営
業
報
告
書
」

「
第
一
三
回
営
業
報
告
醤
」

（
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
一
日
〜
昭
和
一
三
年
五
月
一
一
一
一
日
）

（
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
日
〜
昭
和
一
四
年
五
月
一
一
一
一
日
）

（
昭
和
一
四
年
六
月
一
日
〜
二
月
三
○
日
）
・

（
昭
和
一
四
年
一
二
月
一
日
〜
昭
和
一
五
年
五
月
三
一
日
）

（
昭
和
一
五
年
六
月
一
日
〜
一
一
月
三
○
日
）

（
昭
和
一
五
年
一
二
月
一
日
〜
昭
和
一
六
年
五
月
三
一
日
）

6５



6６

試
験
場
、
浴
場
、
事
務

所
二
棟
、
倶
楽
部
、
役

員
社
宅
二
棟
、
鉱
夫
社

宅
四
棟
、
倉
庫
に
加
え
、

娯
楽
室
、
選
鉱
場
、
社

員
社
宅
三
棟
、
鉱
夫
社
蝿

宅
四
棟
、
倉
庫
、
捲
揚
即

場
二
棟
、
空
気
圧
縮
機
州

室
、
配
給
所
な
ど
を
増
鍬

新
築
し
て
い
る
（
「
第
式

六
回
」
）
。
ま
た
、
一
九
雌

一
一
一
八
年
前
期
に
は
、
排
霊

水
路
や
手
選
鉱
場
、
機
新

関
庫
、
浮
瀞
選
鉱
機
が
藷

完
成
し
、
増
産
態
勢
が

い
っ
そ
う
と
と
の
っ
て

い
る
（
「
第
七
回
」
）
。

日
中
戦
争
の
開
戦
に

と
も
な
い
、
従
業
員
が

「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

《備考》第６、７，９～13営業報告書より作成。なお、貝谷和昭は貝谷真孜の
長男で、1914年11月生まれ。

氏名
1 9 3 7 １９３８１９３９１９４０１９４１
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6７

応
召
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
が
（
「
第
六
回
」
）
、
銅
輸
入
の
制
限
に
よ
り
「
銅
磯
鐘
ノ
窮
状
愈
々
切
ナ
ル
モ
ノ
ァ
リ
」
、
鉱
産
資
源

マ
ン
ガ
ン

の
積
極
的
な
開
発
と
い
う
「
国
策
二
順
応
シ
積
極
的
増
産
ヲ
目
的
ト
シ
テ
現
在
銅
鉱
日
産
五
十
噸
ヲ
百
噸
二
、
新
二
未
開
発
ノ
満
俺
、
硫
化
鉱
、

耐
火
粘
土
ノ
探
鉱
採
掘
等
ヲ
計
画
シ
之
ガ
資
金
調
達
方
法
ト
シ
テ
資
本
金
ノ
増
加
二
付
資
金
調
整
局
ノ
許
可
ヲ
得
テ
倍
額
増
資
ヲ
実
現
セ
リ
」
。

利
益
率
は
二
割
一
分
三
厘
強
、
配
当
は
一
割
二
分
を
継
続
す
る
と
い
う
順
調
な
経
営
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
一
二
月
一
日
か
ら
翌
年
五

月
一
一
一
一
日
ま
で
の
稼
行
日
数
は
一
六
八
日
、
採
鉱
愛
は
一
二
、
四
三
五
噸
余
（
一
日
平
均
約
七
四
噸
）
と
い
う
。
な
お
、
社
長
の
貝
谷
真
孜
が

一
九
三
七
年
一
一
月
二
日
に
死
去
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
代
表
取
締
役
に
、
貝
谷
真
孜
の
長
女
マ
キ
（
一
九
○
一
年
一
月
生
ま
れ
）
の
夫
緒

方
謙
吉
が
当
選
し
て
い
る
（
以
上
「
第
七
回
」
）
。

一
九
三
八
年
五
月
三
一
日
現
在
で
、
稼
業
し
て
い
る
鉱
山
は
深
田
銅
山
一
カ
所
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
は
五
木

村
の
平
漂
津
鉱
山
を
開
発
し
、
採
掘
を
は
じ
め
た
。
『
一
覧
』
に
平
津
津
鉱
山
の
名
前
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
一
三
年
七
月
一
日
現

在
の
そ
れ
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
一
九
三
八
年
六
月
頃
に
採
掘
を
は
じ
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
昭
和
一
五
年
七
月
一
日
現
在
ま
で

の
『
一
噛
匿
で
は
、
平
漂
津
鉱
山
の
鉱
業
権
の
所
有
者
は
、
貝
谷
真
孜
の
妻
の
多
美
（
一
八
八
○
年
八
月
生
ま
れ
、
東
京
市
世
田
ヶ
谷
区
松
原

町
二
丁
目
七
六
五
）
の
名
義
に
な
っ
て
お
り
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
所
有
に
な
る
の
は
、
そ
の
翌
年
版
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
に
入
る
と
、
新
望
銅
山
株
式
会
社
は
、
優
良
な
ニ
ッ
ケ
ル
の
鉱
床
が
発
見
さ
れ
た
平
漂
津
鉱
山
の
開
発
に
全
力
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
群
馬
県
の
赤
城
根
鉱
山
の
経
営
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
（
「
第
九
回
」
）
、
福
島
県
南
会
津
郡
館
岩
村
の
鉱
山
を
入
手
し
、
探
鉱
中
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
（
「
第
一
○
回
」
）
。
さ
ら
に
、
一
九
四
○
年
に
は
、
福
井
県
大
野
郡
下
穴
馬
村
の
巌
洞
鉱
山
を
入
手
し
、
岡
山
県
勝
田
郡

豊
並
村
の
勝
豊
鉱
山
の
経
営
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
飛
躍
的
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
方
針
の
積
極
政
策
へ
の
転
換
は
、
一
九
三
九
年
を
境
に
、
貝
谷
真
孜
社
長
時
代
の
経
営
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
死
亡
、

も
し
く
は
辞
任
し
て
、
経
営
ス
タ
ッ
フ
が
一
新
し
て
い
る
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
表
３
参
照
）
。

な
お
、
一
九
三
九
年
か
ら
、
深
田
・
平
津
津
の
両
鉱
山
に
た
い
し
て
、
政
府
か
ら
、
採
鉱
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）



い
つ
ぽ
う
、
深
田
銅
山
の
状
況
は
、
と
い
う
と
、
一
九
四
○
年
は
じ
め
頃
に
、
「
頗
ル
有

望
ナ
ル
富
鉱
帯
二
着
鉱
シ
タ
ル
ニ
付
之
ガ
積
極
的
採
鉱
準
備
ヲ
整
へ
目
下
頻
リ
ー
ー
採
鉱
中

ナ
ル
ガ
漸
次
増
産
ノ
傾
向
一
一
ア
リ
」
（
「
第
一
一
回
」
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年

の
「
九
月
初
旬
、
九
州
地
方
未
曾
有
ノ
大
暴
風
雨
二
際
シ
、
長
時
間
ノ
停
電
ニ
依
り
遂
一
一

下
部
坑
内
二
滞
水
ヲ
見
、
一
時
採
鉱
中
止
ノ
止
ム
ナ
キ
ー
ー
至
」
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
所
員
一
同
懸
命
ナ
ル
努
カ
ニ
依
り
直
一
一
之
ヲ
復
旧
シ

漸
次
増
産
ノ
実
ヲ
挙
ケ
ッ
ム
ァ
リ
」
と
い
う
（
「
第
一
二
回
」
）
。

す
で
に
「
第
九
回
」
の
報
告
書
よ
り
「
鉱
業
報
園
ノ
大
精
神
」
な
る
文
言
が
登
場
し
て

い
た
が
、
中
国
戦
線
の
泥
沼
化
と
経
済
封
鎖
の
実
施
に
よ
り
、
深
田
銅
山
等
の
経
営
に
も

深
刻
な
影
響
が
出
始
め
た
こ
と
は
、
「
第
一
二
回
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
当

期
中
諸
物
価
ノ
昂
騰
へ
資
材
ノ
入
手
難
、
現
業
員
ノ
増
員
困
難
ナ
ル
上
一
一
、
銅
貨
ノ
据
置

ガ
ソ
リ
ン
入
手
難
船
腹
不
足
二
依
ル
ト
ラ
ッ
ク
及
海
運
賃
ノ
昂
騰
等
ハ
自
然
鉱
石
輸
送
上

支
障
ヲ
来
シ
、
業
綾
上
不
紗
障
害
ト
ナ
リ
タ
ル
ハ
淘
二
遺
憾
ト
ス
ル
所
」
、
と
（
傍
線
小

松
）
。
管

実
際
、
『
趨
勢
』
に
よ
っ
て
判
明
す
る
深
田
銅
山
の
鉱
夫
数
は
、
一
九
三
七
年
の
一
九
六

名
か
ら
、
一
九
三
九
年
六
月
末
日
現
在
で
一
三
八
人
、
一
九
四
○
年
六
月
末
日
現
在
で
は

六
九
人
に
激
減
し
て
い
る
。
後
述
す
る
小
田
定
保
氏
も
一
九
四
一
年
に
出
征
し
て
い
る
。

同
時
期
の
他
の
炭
鉱
や
鉱
山
で
も
事
楠
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
減
る
一
方
の
鉱

夫
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
深
田
銅
山
の
重
要
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

「
近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

6８

表４ 新望銅山株式会社の営業成績（1937～1941）

備考》第６，７，９～13回営業報告害より作成

回 期間
鉱業収入

円銭

雑収入他

円銭

総収入

円銭

総支出

円銭

差引利益

円銭

伸率

６ 1937.6.1～37.11.30 276,318.00 727.69 277,045.69 129,239.78 147,805.91 100

７ 1937.12.1～3８．５．３１ 341,928.61 6,567.87 348j496.48 125‘574.21 220,922.26 149

８ １９３８．６．１～38.11.30

９ 1938.12.1～3９．５．３１ 470,903.08 157,064.37 313,837.71 212

10 1939.6.1～39.11.30 442,451.06 55,899.43 498,350.49 169 614.28 328 736.21 222

1１ 1939.12.1～40.5.31 469,158.84 99,703.95 568,862.79 202 186.16 366 676.63 248

1２ １９４０．６．１～4０．１１．３０ 599,205.97 248 084.16 351 121.81 238

1３ 1940.12.1～41.5.31 671,081.58 295 816.44 375 265.14 254



こ
の
よ
う
に
新
望
銅
山
株
式
会
社
を
取
り
巻
く
状
況
は

悪
化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
営
業
成
績
は

割
合
に
順
鯛
な
発
展
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。
表
４
を
ゑ
て

い
た
だ
き
た
い
。
一
九
三
七
年
六
月
一
日
か
ら
四
一
年
五

月
三
一
日
ま
で
の
経
営
状
態
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
⑦４

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
収
入
も
利
益
も
順
鯛
な
伸
率
で
、
－９

・
株
主
配
当
金
も
、
第
六
、
七
回
が
一
割
二
分
、
第
九
〜
一
噸く

一
回
が
一
割
、
そ
し
て
第
一
一
一
、
一
一
一
一
回
が
八
分
と
な
っ
移

て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
○
年
六
月
一
一
七
日
の
株
主
総
唯

会
で
は
、
資
本
金
の
四
○
○
万
円
か
ら
七
○
○
万
円
へ
の
鰯鉱

増
額
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

の

深
田
銅
山
に
関
し
て
い
え
ば
、
第
六
、
七
回
の
報
告
醤
剛

の
数
字
は
、
ほ
ぼ
深
田
一
山
の
染
の
鉱
業
収
入
と
考
え
る
綱

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
一
一
一
九
、
四
○
年
の
分
も

５

『
趨
勢
』
に
よ
り
判
明
す
る
（
表
５
参
照
）
。
た
だ
、
営
業
表

報
告
醤
に
よ
る
一
九
三
七
年
六
月
一
日
か
ら
三
八
年
五
月

三
一
日
ま
で
の
一
年
間
の
鉱
業
収
入
の
合
計
額
は
六
一
万

八
一
一
四
六
円
と
な
り
、
こ
れ
を
深
田
一
山
の
産
出
価
額
と
幻

承
る
と
、
『
趨
勢
』
の
一
一
一
九
年
、
四
○
年
の
数
字
よ
り
ヒ
ト
く

「
近
代
」
の
”
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

《備考》『昭和16年-20年本邦鉱業ノ趨勢』（昭和26年刊）より作成。
なお、1944年に、1,000ｔ（品位32％、含有瞳315t）の鉄鉱も産出して
いる。

《備考》『昭和14年､同15年本邦鉱業ノ趨勢』（昭和23年6月刊）より作成。

(Ｂ）

6９

年
採掘粗鉱

乾鐙(ｔ） ､品位(％） 含有麓(kg）

産出 粗 鉱

乾瞳(ｔ） 品位(％） 含有麓(kg）

1941 4,922 2.50 125,000 1,856 5.20 96,400

1942 5,049 2.60 131,200 2,466 5.0 123,300

1943 9,300 3.5 325,400 5,400 5.50 297,000

1944 4,080 3.2 130,600 1,785 6.1 131,000

1945 4,521 3.7 167,000 2,104 6.3 132,200

年 銅鉱(ｔ） 鉱産高(円） ６月末日現在鉱夫数(人）

1939 1,491 28,295 138

1940 859.1 56,984 6９



ケ
タ
多
い
・
こ
の
あ
た
り
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
、
表
５
Ｂ
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
一
九
四

一
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
深
田
銅
山
の
採
掘
粗
鉱
と
産
出
精
鉱
蛍
の
推
移
を
ふ
る
と
、
一
九
四
○
年
代
に
入
っ
て
も
産
出
鐙
が
増
大
し
、
一
九

四
三
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
鉱
夫
数
が
減
少
し
、
熟
練
労
働
者
も
少
な
く
な
る
一
方
で
あ
っ
た
ろ
う
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
産
出
鐙
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
こ
の
こ
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
説
明
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

表
５
Ａ
に
明
確
な
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
と
四
○
年
を
比
較
す
る
と
、
鉱
夫
数
の
激
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
出
鉱
高
は
急
増
し
て
い
る
。

き
わ
め
て
優
良
な
鉱
脈
の
発
見
、
機
械
化
の
進
展
な
ど
様
食
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
確
定
的
な
こ
と
は
「
営
業
報
告
書
」
か
ら
も
『
趨

勢
』
か
ら
も
う
か
が
え
な
い
。
ま
た
、
一
九
四
一
年
以
降
の
鉱
夫
数
は
不
明
で
あ
る
。
深
田
銅
山
は
「
重
要
鉱
山
」
あ
る
い
は
「
準
重
要
鉱

山
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
（
『
一
覧
』
で
判
明
す
る
の
は
、
一
九
一
一
一
三
年
か
ら
三
五
年
ま
で
準
重
要
鉱
山
、
一
九
一
一
一
八
年
か
ら
四
一
年
ま
で
重
要

・
鉱
山
、
一
九
四
三
年
に
準
重
要
鉱
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
鉱
山
で
あ
っ
た
か
ら
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
該
当
事
業
所
で
あ
っ
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
次
の
小
田
定
保
氏
の
証
言
が
参
考
に
な
る
。

一
九
二
○
年
生
ま
れ
の
小
田
氏
は
、
一
七
才
の
と
き
に
深
田
銅
山
の
採
掘
夫
に
な
り
、
一
九
四
一
年
に
二
一
才
で
兵
隊
に
行
く
ま
で
深
田
銅

山
で
働
い
て
い
た
．
つ
ま
り
、
一
九
三
七
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
に
紹
介
し
た
新
望
銅
山
株
式
会
社
の
「
営
業
報

告
雷
」
の
時
期
と
偶
然
に
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
小
田
氏
の
話
で
は
、
当
時
、
従
業
員
は
二
○
○
名
ほ
ど
い
た
が
、
地
元
の
人
は
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
他
所
か
ら
き
た
鉱
夫
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
朝
鮮
人
も
だ
い
ぶ
お
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
い
た
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
岩

を
崩
し
て
か
ら
採
掘
し
て
い
た
が
、
こ
の
発
破
作
業
は
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
人
が
や
り
、
発
破
作
業
中
の
事
故
で
死
ん
だ
人
も
た
く
さ
ん
い
た
、
発

破
作
業
で
亡
く
な
っ
た
朝
鮮
人
の
葬
式
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
、
と
い
う
。

た
だ
、
小
田
氏
の
証
言
に
も
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
具
体
的
な
数
は
で
て
こ
な
い
。
「
だ
い
ぶ
お
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
実
際
に
小
田
氏

が
勤
め
て
い
た
時
期
の
一
九
三
七
年
’
一
九
六
名
、
一
九
三
九
年
’
一
三
八
名
、
一
九
四
○
年
’
六
九
名
の
う
ち
の
ど
れ
ぐ
ら
い
を
朝
鮮
人
労

働
者
が
し
め
て
い
た
の
か
は
判
明
し
な
い
。
こ
こ
に
朝
鮮
人
の
飯
場
が
あ
っ
た
、
と
小
田
氏
が
指
さ
し
た
場
所
を
調
べ
て
承
た
ら
、
棟
割
り
長

「
近
代
」
の
〃
縮
図
〃
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）
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こ
の
よ
う
に
、
深
田
銅
山
の
歴
史
に
関
し
て
も
ま
だ
ま
だ
不
確
か
な
部
分
が
多
い
が
、
そ
の
最
盛
期
に
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
も
一
企
業
レ
ベ

ル
で
も
、
か
な
り
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
銅
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
い
え
ば
、

鉱
毒
問
題
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
文
字
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
朝
鮮
人
労
働
に
い
た
っ
て
は
管
見
の
限
り
で
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の

空
白
部
分
を
埋
め
る
の
は
前
途
遼
遠
と
い
っ
た
感
を
否
定
で
き
な
い
。
い
っ
た
い
に
、
深
田
銅
山
の
存
在
す
る
球
磨
郡
は
、
早
く
か
ら
朝
鮮
人

「
近
代
」
の
”
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

勢
』
に
延

し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
数
の
多
い
少
な
い
は
別
に
し
て
、
少
な
く
と
も
一
九
三
七
年
時
点
か
ら
、
深
田
銅
山
で
朝
鮮
人
労
働
者
が
鉱
夫
と
し
て

働
い
て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
小
田
氏
の
話
で
は
、
一
九
四
一
年
に
兵
隊
に
行
っ
た
と
き
も
朝
鮮
人
労
働
者
が
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
労
働
者
は
戦
時
中
も
深
田
銅
山
で
働
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
ら
が
強
制
連
行
の
該

当
者
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
強
制
連
行
が
実
質
的
に
は
じ
ま
る
の
は
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
で
あ
る
こ
と
と
、
中
央
協
和

会
が
一
九
四
二
年
に
ま
と
め
た
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
一
九
三
九
年
度
、
一
九
四
○
年
度
の
「
募
集
」
許
可
事

業
所
名
の
中
に
深
田
銅
山
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
田
氏
の
証
言
か
ら
、
深
田
銅
山
へ
の
朝
鮮
人
強
制
連
行
を
裏
付

け
る
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
人
労
働
者
の
強

制
連
行
の
阻
害
要
因
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
．

屋
風
の
建
物
二
棟
が
や
っ
と
と
い
う
程
度
の
平
地
だ
っ
た
の
で
、
一
○
○
人
以
上
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
四
、
五
○
人
と
い
っ
た
感
じ

を
受
け
た
。
．

深
水
一
雄
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
深
田
銅
山
は
、
一
九
四
四
年
の
水
害
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
休
山
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
『
趨

』
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
五
年
も
産
出
高
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
休
山
の
時
期
が
一
九
四
四
年
な
の
か
一
九
四
五
年
な
の
か
は
は
っ
き
り

お
わ
り
に

－７１－



－７２－

労
働
の
展
開
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
史
料
的
に
あ
る
程
度
実
態
を
つ
か
む
こ
と
の
可
能
な
韓
国
併
合
以
前
の
鉄
道
肥
薩
線
の
工
事
や

一
九
三
○
年
代
の
水
力
発
電
所
の
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
他
は
、
戦
時
中
の
軍
需
工
場
関
係
の
地
下
工
場
掘
削
工
事
と
い
い
、
球
磨
川
源
流
に
近
い

梅
ノ
木
鶴
と
呼
ば
れ
る
標
高
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
い
山
中
で
の
炭
焼
作
業
と
い
い
、
高
原
（
た
か
ん
ぱ
る
）
と
呼
ば
れ
る
台
地
の
飛
行
場
建

設
整
地
作
業
と
い
い
、
聞
き
取
り
鯛
査
で
は
確
麗
で
き
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
文
献
史
料
で
裏
付
け
を
と
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た

事
情
が
、
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
発
展
の
大
き
な
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
と
り
わ
け
強
制
連
行
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
の

を
極
め
て
困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
、
最
後
に
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
．

注
（
２
）
「
御
願
」
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。
「
私
共
儀
是
迄
各
自
一
一
於
テ
所
有
ス
ル
土
地
内
二
於
テ
年
々
粟
外
種
々
ナ
ル
穀
類
其
他
雑
産
物
ヲ
作
付
ケ
古
来
主

職
ト
ス
ル
農
業
相
営
ミ
来
リ
候
処
凡
ソ
明
治
二
九
年
以
来
五
木
鉱
山
二
於
ケ
ル
煙
毒
歳
月
ヲ
追
フ
テ
其
害
ヲ
諸
作
物
二
及
ホ
シ
目
今
ノ
状
況
二
於
テ
ハ

順
蕊
塞
繊
蕊
〕
羅
議
簾
騨
幾
雛
難
難
維
灘
喉
騨
議
潅
聴
需
蕊
譲
課
雛
溌
繊
諦
鞠
濡

紙
煙
害
取
調
表
相
張
此
段
連
署
ヲ
以
テ
奉
願
候
也
」
（
『
五
木
村
制
百
周
年
記
念
誌
』
、
一
九
九
一
年
）
。

（
３
）
「
深
田
銅
山
の
同
盟
罷
業
」
『
九
州
日
日
新
聞
』
一
九
一
八
年
八
月
一
四
日
．

（
４
）
『
深
田
村
誌
』
、
一
一
六
○
〜
六
一
頁
。

（
５
）
以
上
、
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
の
「
高
田
商
会
」
の
項
目
も
参
照
。

（
６
）
「
お
そ
く
と
も
」
と
し
た
の
は
、
「
大
正
一
一
年
七
月
一
日
現
在
」
と
題
す
る
『
一
覧
』
に
、
ま
だ
深
田
銅
山
が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
『
一

覧
』
の
数
字
を
ゑ
る
と
、
ど
う
も
『
趨
勢
』
の
一
年
遅
れ
、
す
な
わ
ち
前
年
度
の
産
出
高
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
一
九
二
二
年
休
業

説
で
い
い
よ
う
な
気
も
す
る
。

（
７
）
武
田
晴
人
『
日
本
産
銅
業
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、
参
照
。

（
８
）
「
父
は
、
明
治
生
命
を
辞
め
て
、
横
浜
に
あ
っ
た
高
田
商
会
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
向
け
の
貿
易
会
社
に
入
り
、
商
会
が
副
業
と
し
て
熊
本
県
球
磨
郡
深

（
１
）
こ
の
点
、
『
深
田
村
誌
』
に
は
、
「
免
田
駅
の
引
き
込
玖
線
に
は
、
時
女
二
、
三
台
の
無
蓋
貨
車
が
別
に
置
か
れ
て
い
て
、
深
田
銅
山
か
ら
運
ば
れ
て

来
た
銅
鉱
石
が
積
承
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
大
分
県
の
佐
賀
関
精
錬
所
へ
送
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
」
（
三
八
頁
）
と
正
確
に
記
述
さ
れ
て
い

る
、 「

近
代
」
の
〃
縮
図
“
球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）



《
付
記
》
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
諸
氏
・
機
関
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

犬
童
信
義
氏
、
小
田
定
保
氏
、
竣
峨
邦
子
氏
、
東
定
宣
昌
氏
、
深
水
一
雄
氏
、
吉
川
友
丈
氏
、
国
立
国
会
図
密
館
、
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン

タ
ー
、
照
本
県
立
図
密
館
。

（
９
）
前
掲
『
九
州
日
日
新
聞
』
の
記
事
。
た
だ
、
こ
の
妃
事
で
は
、
「
同
銅
山
は
持
主
賑
々
し
て
委
微
振
は
ず
久
し
く
休
業
中
な
り
し
を
東
京
高
田
商
会
が

買
収
し
て
経
営
す
る
こ
と
と
な
り
た
る
よ
り
漸
次
発
展
し
昨
今
は
使
役
労
働
者
も
／
▲
四
百
名
に
達
し
居
り
・
・
・
」
と
さ
れ
て
お
り
、
鉱
夫
の
数
と

全
従
業
員
の
数
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
４
で
も
、
従
業
員
数
を
「
五
百
人
近
く
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
森
田
誠
一
・
花
立
三
郎
・
猪
飼
隆
明

『
熊
本
県
の
百
年
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
も
参
照
の
こ
と
。

（
皿
）
「
銅
山
の
歴
史
の
中
で
、
も
っ
と
も
活
気
の
あ
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
の
高
田
商
会
経
営
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
製
煉
所

建
設
の
時
の
賑
や
か
な
催
し
は
、
当
時
六
歳
で
あ
っ
た
筆
者
に
も
た
し
か
な
記
憶
が
残
っ
て
い
る
．
そ
の
頃
は
、
従
業
員
も
二
百
人
に
達
し
、
一
日
の

採
鉱
丑
も
五
○
ト
ン
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
」
（
『
深
田
村
誌
』
一
一
四
九
〜
五
○
頁
）
。
こ
の
部
分
の
執
筆
者
は
深
水
一
雄
氏
で
あ
る
が
、
「
二
百

人
に
連
し
」
た
と
す
る
資
料
的
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
鉱
夫
と
従
業
員
の
区
別
も
さ
れ
て
い
な
い
。
深
水
氏
の
記
憶
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
「
二
百
人
」
も
鉱
夫
の
数
と
考
え
ら
れ
る
．

（
、
）
『
大
牟
田
市
史
』
下
巻
、
一
九
六
八
年
、
『
人
頭
興
信
録
』
昭
和
一
二
年
版
、
上
、
な
ど
を
参
照
。

（
胆
）
同
資
料
に
よ
れ
ば
、
貝
谷
が
深
田
銅
山
の
採
掘
・
経
営
に
蒜
手
し
た
の
は
、
三
井
合
名
の
園
琢
磨
の
蔑
め
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
貝
谷
が
か
つ
て

三
井
三
池
鉱
山
に
勤
務
し
て
い
た
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

田
村
に
経
営
し
て
い
た
、
銅
山
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
／
こ
の
銅
山
は
、
後
に
高
田
鉱
業
株
式
会
社
と
な
っ
て
独
立
し
、
一
時
は
銅
の
製
錬
所

ま
で
も
持
ち
、
従
業
員
五
百
人
近
く
も
働
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
海
軍
軍
縮
時
代
に
入
っ
て
、
軍
需
品
と
し
て
の
銅
の
国
際
価
格
が
下
が
り
、
そ
の

上
銅
鉱
の
埋
蔵
吐
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
経
営
を
潮
時
縮
小
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
は
、
そ
の
頃
、
銅
山
の
所
長
に
任
命
さ
れ
、
廃
山
と
と
も
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
／
そ
の
後
、
何
の
職
務
に
も
耽
か
ず
、
他
所
に
も
行
か
ず
、
死
ぬ
ま
で
深
田
村
内
山
の
仮
住
ま
い
で
暮
ら
し

た
。
」
（
田
中
稔
男
『
夢
路
点
描
』
一
九
九
四
年
、
非
売
品
、
一
一
一
頁
）
。
な
お
、
私
は
、
こ
の
本
を
、
田
中
稔
男
氏
の
三
女
で
あ
る
嵯
峨
邦
子
氏
よ
り

た
。
」
（
田
中
垂

い
た
だ
い
た
。

界
筏
」
の
”
縮
図
〃

球
磨
郡
深
田
銅
山
の
歴
史
（
小
松
）

－７３－
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